
 梅雨明けが宣言された途端にこの猛暑だ。

“地球温暖化”ではなく“地球沸騰化”と国連のお

方が口にされた。なるほど、である。人々は様々

な対策をしながらやり過ごしてきたのであって、へ

こたれるわけにはいかない。まだまだ工夫できるこ

とはあるはずだ。南極の氷をこれ以上解かさない

ようにするための全世界規模の対策は進むのだ

ろうか。それにしても暑い。水を飲もう、水を飲もう。 

 

主催事業報告（「わくわく体験教室」） 

① 7/27（木）「不思議な貯金箱をつくろう 他」 

 「あそび塾 はらっぱ」で

活動している荒牧先生に

よる工作教室。まずは「不

思議な貯金箱」。型紙を

ハサミで丁寧に切り取っ

て箱を作っていきます。

中に一枚の鏡？を入れて

おいて、硬貨を入れると・・・

消えています。子どもたち

はそのからくりがどうなって

いるのか悩むのでした。定

規と物差しの違いやハサミ

の使い方、厚紙を折るとき

の注意点なども教わりまし

た。次に、「偏光板」にセロ

ファンやセロテープを何枚も

張って、底をくりぬいた二つ

の紙コップにそれを貼ります。

二つを重ねて覗いてみると

～・・・。くすんでいた偏光板

にキラキラと何色もの色が

見える万華鏡になりました。

なぜかな～？ 光について

考える機会となりました。荒

牧先生からなぞなぞも出

題されたりして楽しいひと時

になりました。 アンケートの

一部を紹介します。・へんこう板としがい線のこ

とがわかった。・鏡の原理についてもっと詳しく

調べてみたいと思った。・セロハンテープをはっ

たプラ板をくわえるといろいろな色が見えてお

もしろかったです。ありがとうございました。 
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② 7/28（金）「木で文房具を作ろう」 

技術科の天野先生に

よる木工作教室。 

ヒノキ材で筆箱とメモ

用紙入れ、スギ材で

クリップスタンドを作り

ました。寸法に合わせ

てノコギリで切ったり、

サンドペーパーで角を

磨いたりしていきます。

部品ができたらきっち

り組み合うようにもう一

度磨きを入れて、木

工ボンドを使って組み

立て。幅広の強力バンドで固定します。ノコギリや

万力、数種類のサンドペーパーなどの使い方も教

わりながら 3つの作品が完成しました。 

 アンケートの一部を紹介します。・楽しかった

し先生がわかりやすくせつめいしてくれた

からとてもよかった。・本当に自分で作れた

のがよかった。・木の種類なども教えてくれ

て勉強になりました。・木などを使って作る

ほんかくてきな工作は初めてだったのでと

ても良い経験になりました。 

 

③ 「おかしの家の宝物入れ」 

ハンドメイドの会で活動し

ている林先生による工作

教室。家の形をした箱に

ホイップで縁取るように

飾り付けをします。次に

柔らか粘土でできた、ア

イスや果物、リーフ、チョ

コレート、マカロンなどを

配置や彩りを工夫しなが

ら上手に張り付けていき

ます。仕上げには水色の

ビーズをアクセントとして

張っていきます。豪華に

デコレーションされた宝

物入れの完成です。ホイ

ップをうまく形作りしていく
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作業や、お菓子の配置

をどうしていくか、子ども

たちは苦労しているようで

した。アンケートの一部を

紹介します。・ホイップ

クリームがきれいに

できてよかったで

す。・デコレーション

で自分だけの入れも

のになってよかっ

た。・素敵なおかしの

家ができました。かわ

いかった。・自分で色をえらべたり、かざりを

すきなところにかざれたりできでたのしか

ったです。 

 

あんしんケアセンター 歩こう会 

 7月 19日（水）

に地域にお住

いの 10 人ほど

の方と、千葉県

警察本部まで

元気に歩いてき

ました。朝 10

時とはいえ、す

で に 気 温 は

30℃近くまで高

くなっていました

が、公民館内で

準備運動をして

いざ出発。途中、

ビルや街路樹の

影を探しながら、

おしゃべりを楽しみながら、水分を補給しながら

40 分ほどで到着。警察本部に名簿を提出して名

札をつけて、１階の展示室を見学しました。目を

引いたのは本物の白バイとヘルメットです。大きな

車体にまたがってご満悦の表情で写真撮影。私

も体験しましたが、その大きさに驚かされました。 

 一人で歩くと少し辛く感じることもありますが、お

しゃべりしながら、まだ歩いたことのない道をあるこ

とは、新鮮さもあり、疲れをあまり感じませんでした。

いつまでも、少しでも、自分で歩けるように、歩こう

会の継続的な活動は大切なのではないかと思っ

ています。 

 

８月１９日（日）までの提出を 

 １１月４，５日に予定されている公民館文化祭

の参加票提出について、まだのサークルは提出

をお願いします。各サークルで、出演、展示、前

日準備、当日準備等の希望を書いて、事務室に

ご提出ください。参加票はレターケースにあります。 

 

忘れ物がみられます 

 「最近、物忘れが多くて・・・」「〇〇は事務室に

届いていませんか？」などよく耳にします。日傘や

ハンカチ、携帯電話、帽子、ペットボトル等々、諸

室に残されていたものは保管していますが、「〇

〇の忘れ物はありませんでしたか？」と尋ねられ

ると、どこかにあるのではないかとそわそわしてし

まいます。どうか、各自で意識していただいて落と

し物、忘れ物のないようにお願いします。ついおし

ゃべりに夢中になって、その場に置いていってしま

ってはいませんか。もう一度、サークルの皆さんと

部屋を見渡して、声を掛け合って、大切なものを

忘れていかないようにお願いします。（案外多い

のはトイレの個室です） 

 

【季節の風景】 

木の枝にしがみついているようについている、セ

ミの抜け殻を見かけるようになりました。手に取る

とカラッと軽くてすぐに壊れてしまいそうです。

空蝉
うつせみ

といいますね。セミは何年も地中で育って、

やっと脱皮しても数日しか生きていないそうです。

だからでしょうか、騒々しく声をからして鳴くセミは

精いっぱい生きているように思えます。人の一生

はそれほど儚くはありませんが、その空しいまでに

鳴くセミの声を励みにしてみたくもありますね。暑

い夏にはぴったりのサウンドだと思います。 

 

【今日の公民館】 

 【アゲハ蝶】           【キキョウ】 

 

酷暑にて 制限なしの 蝉しぐれ 

 ～４年ぶりの夏祭りだァ 

帰省前 ひたすらに 花殻を摘む 

～もうすぐ帰るけんね・・・ 

 

（ 新宿公民館館長 迎 浩二 ） 


